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教材を使った研修のご案内 
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LEGO® SERIOUS PLAY® とは？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レゴ・シリアスプレイはレゴ社の教育事業部門の責任者、ロバート・ラスムセン氏

を中心に 2001 年に開発された、専門のファシリテータ※による、会議技法・コミ

ュニケーション技法・問題解決技法で、レゴ・ブロックを道具としてワークショッ

プ形式で実施するのが特徴です。 

※ LSP 専門ファシリテータはレゴ・シリアスプレイの手法に則り、ワークショップの開発か

ら運営までを統括する講師です。 

 

 

参加者同士が、自分で創った三次元のモデルを通してのグループ討議、知識の共有、

問題解決と意思決定を計ります。 

 

 

伝統的な会議の中では叶わない、会議参加者の「全員参加」を可能にし、合意した

結果の実現のために、各自の行動のコミットメントを得る場となります。 

 

 

レゴ・ブロックを使って「創る」「語る」「観る」「訊く」「応える」演習により 

個人の内観をより深堀りすることができます。 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

会議やワークショップでこんな経験はありませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
同じ部署なのに、みんなの動きがバラバラ… 

お互い何を考えて仕事をしているのかよくわからないし 

このままでいいの？ 

でも自分の意見を言うと、職場の雰囲気が悪くなりそうで 

ミーティングは正直憂鬱 

各自の解釈でばらばらの行動をとり始めると、環境の変化や 

緊急事態に組織として的確な行動をとることができません 

また、円滑なコミュニケーションがとれないことで、業務の目的や 

情報が共有されず、仕事を進める上での人間関係にも支障が… 

 

 また始まっちゃった… 

○○課長の独壇場だよ… 

他のメンバーに発言させないもんなぁ 

大声でやりこめられるだけだから 

とりあえず YES で早く会議終わらせよう 

口下手な僕の意見なんて、誰にも 

真剣に聞いてもらえないしなぁ 

20%の発言力・主張力の強い人が場を独占するため 

80%の人は本当の意味で話し合いに参加していません 

自己主張の苦手な人は関わることができず 

議論も深まらないまま、全員が納得していない決定へ… 



 
 

ＬＳＰ（レゴ®シリアスプレイ®）導入のご提案  
 

《LSP 活用例 》 

CASE 1 

 

◆コミュニケーション能力向上 

 ・部門単位で、もしくは各部署より参加者を募る「コミュニケーションスキルアップ講座」、

また「新入社員導入教育」「中堅（若手）社員ブラッシュアップ講座」の一環として実

施することが可能です。深堀したいテーマにより、プログラムをご提案致します。 

  

  Ⅰ あなたにとってのリーダーシップとは 

  Ⅱ 部門の中の自分のアイデンティティとは 

  Ⅲ 強いチームに必要な要素は何か 

  Ⅳ 業務遂行を阻害している要因は何か  etc 

 

 上記以外に、御社でワークショップのテーマをご教示頂きプログラムをご提案致します。 

 

 

 

 

◆異業種交流・研修ツールとしての活用 

・業種が異なるからこその意見交換・情報の共有は、流動的で予測不能な時代において強力

な武器となります。交流は勿論のこと、現在抱えている問題点から将来の展望まで、ポイン

トを絞り込んだ深い議論を展開することが可能です。 

 

 Ⅰ 変革に強い組織とは何か 

 Ⅱ 流動的な組織でのオーナーシップとは 

 Ⅲ 経営者から見た理想の TOP・組織（社員）から見た理想の TOP 

 Ⅳ ビジネスモデルを生み出す土壌とは何か 

 Ⅴ 企業にとってのチャンスとは、ピンチとは  etc 

 

上記以外にも、新規立ち上げのワーキンググループを対象に、交流を深める目的でのキック

オフワークショップ等幅広いご提案が可能です。 

 

  


